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芯材を有するソイルセメント改良体工法

PSPⅡ工法

  

本工法の概要

技術概要

PSPⅡ（Permanent Soil Cement Mixing Pile Ⅱ）工法は、従来、仮設⼭留め壁であったソイルセメント柱列壁の施
工管理、品質管理をより厳密に⾏い、ソイルセメント壁の性能を向上させることで、本設の地盤改良体として利⽤す
る技術です。規定の施工⽅法で要求性能を満⾜するソイルセメント改良体を造成し、その中に建物の荷重を伝達させ
るための応⼒材（鉄骨）を挿⼊します。

常時あるいは地震時の押込み荷重が作⽤する場合に加えて、地震時に引抜き⼒が作⽤する建物に対しても適⽤できる
ように設計・施工⽅法を確⽴しています。

■合理的な基礎構造の設計が可能です。
■⼭留めと同時・かつ⼭留め壁兼⽤できるので⼯期短縮が可能です。
■仮設として利⽤した応⼒材を有効に活⽤できます。

工法適⽤のイメージ 押込み荷重を⽀持する場合の⼀例 引抜き荷重にのみ抵抗させる場合の⼀例
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PSP体の荷重伝達と性能

性能評価
（⼀財）⽇本建築総合試験所︓性能証明第02-22号改２（2020年3月25⽇）

PSPⅡ工法は、⻄松建設・⻘⽊あすなろ建設・安藤ハザマ・奥村組・鴻池組・五洋建設・鉄建建設・
⼾⽥建設・松村組による共同開発工法です。

径が650mmの実大PSP体に対して引抜き試験を実
施し、地震時に引抜き荷重に対する構造性能を確認
しました。また、ソイルセメント改良体の施工試験
を実施し、所定の品質が確保できることを確認して
います。

これらの結果に基づいて、押込み荷重および引抜き
荷重に対して設計できるように設計手法・施工⽅法
を確⽴しています。

構造性能を確認するための載荷試験状況

技術の特徴

■⼭留め壁と兼⽤できる建物外周部の杭を合理化することが可能です。
■⼭留め壁と同時に連続して施工でき、かつ仮設⼭留め壁と兼⽤できます。
■仮設資材であった応⼒材を本体構造の⼀部として利⽤することにより、建設資材の削減が可能です。
■原位置における施工試験に基づいて施工⽔準などを標準化しており、施工・品質管理を明確化して

います。また、実大規模の載荷実験を⾏い、⽀持性能を確認しています。

荷重伝達の模式図

建物の押込み荷重は鉄骨に伝わった後、
ソイルセメントと鉄骨の付着⼒および先
端に配置したシアコネクタ（頭付きス
タッド）の抵抗⼒によりソイルセメント
へ、さらにソイルセメント周面あるいは
先端の地盤に伝達されます。⼀⽅、建物
の引抜き荷重は、鉄骨に伝わった後、ソ
イルセメントと鉄骨の付着⼒によりソイ
ルセメントへ、さらに周辺地盤に伝達さ
れます。
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